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第 1 章では、多焦点で同時に 2 光子励起を行う高速走査法を提案し、その原理と光学特性について述べている o ま
た、共焦点化による空間分解能および像コントラストについて考察している。













重要となりつつある o 本論文では、高い時間分解能と高い空間分解能を同時に備えた 2 光子蛍光顕微鏡の開発とその
生体動態の観察への応用に関する研究を行っているo 以下に主要な成果をまとめる o
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(3) 培養心筋細胞内におけるカルシウムイオン濃度の波動現象を、多焦点励起型 2 光子共焦点顕微鏡を用いることに
より実時間観察している o また、摘出心内の心筋細胞においても、カルシウムイオン濃度の波動現象を 2 光子励起
法により観察しているo 本実験により、多焦点 2 光子蛍光顕微鏡の医学・生物学分野における重要性を示している。
(4) 4π共焦点光学系を多焦点 2 光子顕微鏡に導入することにより、回折限界を越えた 100nm オーダーの空間分解
能を得ている。また、位相共役波を用いた 4π共焦点光学系における収差補正法を初めて提案し、実験的・理論的
な検証によりその効果を示しているo
以上のように、本論文では、 2 光子励起を使用した蛍光顕微鏡において高い時間分解能および高い空間分解能を実
現するための理論の構築と新しい光学系の提案が行われており、また、実際に提案する顕微鏡を開発することで、そ
の有用性が示されており、応用物理学、特に光学および計測工学に寄与するところが大きし」よって、本論文は博士
論文として価値あるものと認めるo
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